
こんな馬鹿な俺に付き合ってくれてありがとう
しょうもない話の側に君の笑顔
いつも気にかけてくれるその声
辿り着くべき遥か向こうへ
 
誘う気持ちと心のドア
俺の背中押してくれたあの日の言葉
 
面と向かってなかなか言えないこの大切な事
勇気だして振り絞る一言二言
 
俺は馬鹿だからよく傷つける 無意識に何かをぶつける
それでも いつも笑ってくれるあなたに

こんな俺だけどもさ 本当思うんだ 今君が幸せなら
俺は願う 気持ちはラウド あなたに幸あれ あなたに幸あれ

リスペクトなんて言葉も気づけば巷に溢れかえり
言霊すら失いかけても忘れちゃいない

本当の気持ちは誰も知らない だからこそ建前はいらない
しがらみ 手放し 

俺は馬鹿だからよく見失う 無知が祟り道すらも間違う
それでも変わらずそばで笑うあなたに

こんな俺だけどもさ 本当思うんだ 今君が幸せなら
俺は願う 気持ちはラウド あなたに幸あれ あなたに幸あれ

(CHIYORI)
覚えている...
2年前の朝も去年夏の夜も
10年後にも続く君と
人知れず毎晩　飽きもせずにride on
私だけは知っている 
私だけは知っている
いつも聞こえてる 人生が重なり合う
あなただけの味方
あなただは味方だから
 
こんな俺だけどもさ 本当思うんだ 今君が幸せなら
俺は願う 気持ちはラウド あなたに幸あれ あなたに幸あれ


